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近年、日本各地で自然災害が激甚化し、それに伴い、仮設トイレの衛生問題など避難生活に関する諸問題

も発生している。また、土砂災害のリスクを押し上げる一因である放置竹林の問題も全国共通の課題である。

本要旨はこれらの問題に対し、里山を拠点に竹チップを用いた防災トイレの普及を提案する。 
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１． はじめに 

 日本各地には管理が行き届かない放置竹林が

多く存在し、土砂崩れの危険がある。また、多くの

竹林が民有地であり、丘陵地にあるため管理が難

しく、高齢化に伴い人手不足も課題である。八王子

市も例外でなく、放置竹林の有効活用が十分に行

われていない。さらに、2024 年 1 月の能登半島地

震が起きるなど日本各地で災害の被害を受けてい

る。八王子市も土砂災害や避難所の衛生問題に直

面する可能性が高い。そこで、本提案では竹チップ

の消臭効果を活用した防災トイレの導入を提案す

る。まず、東京都が管轄する八王子滝山保全地域で

モデルケースとして始め、その後、八王子市が管轄

する上川の里に活動を拡大していく。最終的には、

市内の民有の放置竹林にも拡大して竹チップ防災

トイレの普及を図り、市民に安心・快適な防災環境

を提供する。そして、本提案を通して、環境にやさ

しく、防災レジリエンスの高い八王子を実現する。 

 

２．現状分析と課題 

本報告では、八王子市の防災と環境保全に関す

る重要な課題として以下の 3 点を指摘する。 

 

(1)放置竹林の状況把握不足と土砂災害リスク 

八王子市（2024）によると、市内の多くの竹林は

民有地であり、その分布状況について市が把握し

ていないことが判明している。竹は根が浅いため、

斜面地の竹林が放置されると、土砂崩れの災害リ

スクが増大する。そして、無秩序に広がる竹林は生

態系を乱し、不法投棄の温床ともなり、里山保全を

損なう要因となっている。2019 年の東日本台風で

は八王子市でも多くの浸水被害が発生し、特に市

が早期対策地区として指定する上恩方町、下恩方

町などの各地域では放置竹林が複数確認されてい

る。こうした斜面地での放置竹林は、災害リスクを

引き上げる要因となっている。 

(2)災害時のトイレ不足と衛生問題 

八王子市は災害時のマンホールトイレを 301 口

整備しているが、国土交通省の推計によると、総人

口 55 万 9809 人に対して最低 5,598 基が必要であ

り、大幅に不足している。加えて、災害発生直後の

迅速な設置が難しいことが課題である。市が推奨

する携帯トイレについても、排泄物の処理や悪臭

対策が未解決のままであり、衛生問題への対応が

不十分である。 

以上の分析から、災害時のトイレの衛生問題が
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重要な課題であり、放置竹林が防災と環境に大き

な課題を与えていることが明らかとなった。これ

らの解決策として、本報告では竹チップを利用し

た防災トイレを提案する。 

 

３．提案内容 

本提案は、八王子市にも数多く存在する放置竹

林から、消臭機能を備えた竹チップを作り、防災ト

イレに活用する仕組みの創出を八王子市に提案す

るものである。以下は、本提案「竹チップを利用し

た防災トイレ」に関する詳細となる。 

(1)対象エリア 

本提案の対象エリアは、八王子滝山保全地域を

想定している。里山の自然環境を保全する目的で、

2013 年に、東京都より保全地域の指定を受けた。

図 1 の、番号 28 には竹林が分布しており、東京都

（2018）によると、これらの竹林は耕作地に面する

斜面に分布し、近年拡大傾向にある。このように、

同地は、長雨時には、土砂災害により耕作地が被害

を受ける可能性があり、竹を定期的に間伐するこ

とに意義がある。ゆえに、今回の対象地域とした。 

図 1：指定時(2013 年)の植生図 

 

出典：東京都環境局(2018) 

 

(2)誰がどのように竹チップを制作するのか 

竹チップは、八王子滝山保全地域で活動する、特

定非営利活動法人「自然環境アカデミー」が、粉砕

機を管理・保有していることから、それを使用し制

作する。同法人は、定期的に近隣住民や近隣の大学

生と同里山の保全活動を行っている実績がある。

竹チップはその保全活動の中で制作し、提案の初

期段階として、まずは制作者である、自然環境アカ

デミーの会員やボランティアに配布する。 

(3)防災トイレの使用方法と消臭効果 

使用方法としては、例えば、ビニール袋に用を足

した後に竹チップを入れる。これは携帯が容易で

あることから、家庭用便器でも、避難所のトイレで

も使用することが出来る。さらに、1 年備蓄して消

臭効果が切れた竹チップは、雑草抑制剤や、土壌の

改善肥料として活用することができる。 

消臭効果については、愛媛県産業技術研究所で

行われた研究結果によると、1 時間以内にアンモニ

ア臭をほとんど除去する効果がある（株式会社竹

宝 2022）。このことから、竹チップは災害時の排

泄物や生ごみの問題に対応することができる。 

 

４．行政に期待する役割 

 本提案では、行政に以下の役割を期待する。 

(1)避難所に竹チップを備蓄するため、市が放置竹

林問題に取り組むことが重要である。そのために

は市内の竹林分布を把握し、特に土砂災害リスク

の高い地域を特定することが期待される。(2)市の

HP 上に竹林の管理相談プラットフォームを開設し、

管理に困っている所有者と保全団体をつなぐ。(3)

市民や団体に粉砕機の購入補助やレンタル制度を

設け、竹チップの備蓄を進めることも期待される。 

 

５．今後の展望と課題 

排泄物は一般ごみとして焼却処分され、環境負

荷も大きいことが現状の課題である。他方で、竹

チップはコンポストトイレにも使用されているこ

とから、本提案を推進することで排泄物を焼却処

分しなくても済む仕組み作りの端緒になる。 
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